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安房地区の概況 

    Ｈ12 Ｈ22 Ｒ2 Ｒ7 
Ｈ12とＲ7 
の比較 

Ｒ32（2040）
【推計】 

Ｒ7とＲ32
の比較 

館山市 

人口 52,777  50,583  45,887  43,244  - 9,533 35,357 -7,887 

高齢化率 24.7 30.6 39.6 40.8 +16.1％ 47.7％ +7％ 

鴨川市 

人口 39,010  36,544  32,457  29,963  -9,047 25,092 -4,871 

高齢化率 25.6 31.1 38.3 39.9 +14.3％ 42.6％ +3％ 

南房総
市 

人口 48,842  43,860  37,444  33,832  -15,010 23,900 -9,932 

高齢化率 29 35.9 45.7 47.9 +18.9％ 55％ ７％ 

鋸南町 
人口 10,945  9,310  7,561  6,630 - 4,315 4,163 -2,467 

高齢化率 28.9 36.7 47.5 50.4 +21.5％ 56.3％ +6％ 

計 安房人口 151,574  140,297  123,349  113,669  -37,905 88,512 -25,157 



  Ｈ22年 Ｒ6年 
Ｈ22年と 

Ｒ6年の比較 

館山市 352人 171人 ▲ 181人 

鴨川市 269人 142人 ▲ 127人 

南房総市 187人 68人 ▲ 119人 

鋸南町 36人 20人 ▲ 26人 

計 844人 401人 ▲ 443人 

安房地区の出生数 

14年間で出生数は約半分 
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【１】地域の医療介護資源の把握 

 ガイドマップ・社会資源リストの作成‥医療介護機関及び社会資源
リストを作成し高齢者等の生活を支援 



◎医療連携会議（平成27年度～） 
◎在宅医療・介護連携推進会議（令和5年～） 
 【医師・看護師･薬剤師・介護支援専門員・社協・亀田医療大学…】 
 
 内容‥課題解決に向けた研修会の企画や 
      課題の共有 
 
 ①在宅医療・介護連携研修会 
  ⇒薬剤師や栄養士との連携をテーマとした研修会 
 
 ②服薬パンフレットとＤＶＤの作成 
  ⇒地域住民にくすりを理解してもらうため 
   パンフレットとＤＶＤを製作。 

【２】在宅医療・介護連携の課題抽出との対応策の検討 



【３】切れ目のない在宅医療と介護の協力体制の構築 

【４】在宅医療・介護関係者に対する相談支援 

◎医療介護関係者の関係づくり 
  ★介護支援専門員×薬剤師事例検討会 
  ★ホームヘルパー×薬剤師意見交換会 
  ★訪問リハビリ職意見交換会 
  ★高齢者施設の看取りに関する意見交換会 

◎福祉総合相談センターにおける相談支援 
  ★地域住民及び介護専門職等から相談 Ｒ6 35件 
   【受診拒否、退院支援、看取り…】 
 
  ★医療介護機関のリスト化、情報集約し関係機関に情報提供。 



【６】在宅医療・介護関係者の情報共有、研修等 

●薬剤師による             ●地域住民等 
  薬の啓発活動             に対するＡＣＰ 

●在宅医療・介護連携研修会/他職種セミナー/シンポジウム…  

【５】地域住民への啓発普及 



10年間の取組を振り返って 

取組みしたこと 効  果 

①医療、介護専門職の関係づくり ⇒専門職のスキルアップ☛個別支援の充実 

②地域住民との関係づくり ⇒地域住民の意識高揚、医療や介護専門職の理解 

③広域的なの連携体制づくり ⇒地域を超えた医療や介護専門職の連携 

＊2040年問題を見据えた医療、介護専門職の連携づくり！ 

 

   ●少子高齢化社会が著しい地域の連携体制づくり 

      安房地域の人口減に即した連携体制づくり 

   ●医療介護ニーズの増加する中での連携体制づくり 

      医療介護サービス利用者の増加、介護人材不足… 

   ●連携体制づくりの在り方  

      世代交代、ＩＣＴの活用 



在宅医療・介護連携推進多職種研修会 


